
令和２年度 竜丘公民館 事業報告 
   事業名≪基本構想≫ 実施内容 総括 

文
化
事
業 

竜丘市民大学講座 

 

《生涯学習の推進》 

第1講 10/25（日） 参加：27名 

テーマ「市美術博物館企画展 竜丘

児童自由画100周年展の鑑賞」 

講師：槇村洋介 

 

第2講 3/7（日） 参加： 名 

テーマ「竜丘の風景を題材に自由

画を描こう！」 

第１講では、飯田市美術博物館での企画

展にて原画を鑑賞し、また木下紫水の教

育観について学び、竜丘の自由教育の見

識を深める機会となった。第2講では、

竜丘の自然を感じながら実際に自由画を

描き、体験型で自由画教育について考え

る機会となった。 

ふるさとコンサート 

 

《文化の伝承と充実》 

（期 日）７/26（日） 

 

一流の音楽家による演奏を気楽に

楽しみながら、音楽を身近なもの

として親しみ、音楽を通じた住民

の交流の場とする。 

新型コロナ感染症拡大防止のため中止 

いいだ人形劇フェスタ 

竜丘地区公演 

 

《文化の伝承と充実》 

（期 日）8/6～8/10 

 

本館、分館共に、会場ごとの実行

委員会を組織し、交流や催し物な

ど特色ある取り組みをする。 

来年度の実施に向けた会場の対策

や工夫について検討する。 

新型コロナ感染症拡大防止のためいいだ

人形劇フェスタ2020の中止に伴い、竜丘

地区公演中止 

竜丘地区文化作品展 

 

《生涯学習の推進》 

《文化の伝承と充実》 

（期 日）11/7(土)、8(日) 

（参加人数）550名 

コロナ禍でもできることを検討

し、文化作品展として開催。 

（1）地区内団体、グループ、個人

が日頃の活動の現状や成果を発

表、交流する。                       

（2）地域における文化活動を活発

化させ、地区民の親睦を図る。                                 

（3）公民館と参加団体による実行

委員会を組織して企画、運営にあ

たる。 

作品展示を中心に開催し、感染症対策と

して、会場内を一方通行で鑑賞してもら

うようにしたことで、すべての作品展示

を見ることができとても好評であった。 

来年度は、地区民同士の交流や親睦の機

会について検討が必要。 

成人式 

（期 日）1/10(日) 

新型コロナ感染症拡大防止のため

飯田市全体で延期 

 

 コロナ禍であるが、地域を担う

若者たちのために、地域をあげて

新成人を祝福し激励する。実行委

員会を組織し、新成人自ら企画運

営に携わり、成人式を通じて、地

域を知り、地域へ参画する第一歩

となることを期待して行う。 

成人式は延期となったが、新成人が自ら

企画を立て式に向けて引き続き準備を進

めている。 

1月10日には、実行委員が制作した「シ

トラスリボン」を新成人全員に郵送で配

布した。 

ニューイヤーコンサート2021

オンライン 

 

《生涯学習の推進》 

《文化の伝承と充実》 

（期 日）2/10(水)配信開始 

（出演者数）3団体 

毎年、大人から子どもまで楽しめ

る身近な音楽の催しとして新年に

開催していたが、今年はコロナ禍

により、小中学校の発表の機会と

して、演奏を動画で撮影し、竜丘

HP等で配信した。 

今年度、小中学生は練習成果を発表する

機会がなかなか持てずにいたが、撮影に

向けて練習に取り組み、素晴らしい演奏

ができた。 

地域にとっては交流することはできなか

ったが、子どもたちが演奏する姿を見る

良い機会となった。 
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体
育
事
業 

夏季スポーツ大会 

《スポーツ振興》 

（期 日）5/17(日) 

 

スポーツを通じて、地域住民の親

睦交流と、健康の維持増進を図

り、活力ある地域づくりにつなげ

る。 

新型コロナ感染症拡大防止のため中止 

竜丘市民運動会 

《スポーツ振興》 

（期 日）10/11（日） 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止の判断】 

・地域住民が親睦・交流を深める 

・健康増進 

・誰もが参加でき、楽しめるよう

種目内容を工夫する。 

・中学生スタッフに協力してもら

えるよう、積極的に働きかけを行

う。 

感染症対策を講じた内容での開催を模索

してきたが、コロナの収束が見えない中

で、「世代を越えて多くの人が交流す

る」機会にはならないと判断し、止む無

く中止とした。 

しかし、体育スタッフによりこれまでの

種目の見直しや、4種類の新種目を検討・

試行した。来年度以降に向け、誰もが参

加でき、楽しめる運動会を目指す検討が

できた。今後、新種目を体験する機会を

つくっていく。 

冬季スポーツフェスティバル 

 

《スポーツ振興》 

（期 日）12/6（日） 

 (参 加）90名 

コロナ禍において、安心して気楽

に体を動かし住民同士の親睦が深

められるよう新たな種目を取り入

れ実施。 

種目：ボッチャ 

感染症対策として、これまでの3種目か

らニュースポーツの「ボッチャ」1種目に

変更し開催した。開催前に体育委員自ら

体験をして各分館の選手へ周知を行った

ことや、ルールが分かりやすかったた

め、楽しみながらプレーすることができ

ていた。 

飯田市女性バレーボール大会 

《スポーツ振興》 

（期 日）11/15（日） 

（会 場）高陵中学校,上郷体育館 

飯田市の女性バレーボール大会。 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止】 

今年度は、時又区が代表として出場を予

定していたが、感染症の影響により中止

となった。 

飯田市ニュースポーツフェス

ティバル 

《スポーツ振興》 

（期日）11/22（日） 

（内容）ニュースポーツ体験会 

 参加：体育委員会有志 

体育委員有志が参加し、ニュースポーツ

を4種目体験した。冬季スポーツフェス

ティバルを控えていたため、感染防止対

策について参考となった。 

緑ヶ丘中学校区 

スポーツ推進委員・体育委員

交流会 

 

《スポーツ振興》 

（期 日）2/7（日） 

（会 場）松尾小学校 

(1)アイスブレイキング 

(2)ワンふらバレー 

(3)情報交換会 

新型コロナ感染症拡大防止のため中止 

３地区合同女性バレーボール

大会 

 

《スポーツ振興》 

（期 日）6/28（日） 

 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止】 

３地区で実施可否について検討したが、

コロナの収束が見えない中で開催はでき

ないと判断し、中止とした。 

広
報
事
業 

館報「たつおか」発行 

・地域の現況を伝達する 

・記録としての役割 

・地域の問題提起 

・読みやすく親しまれる館報づくり 

・地域自治会ホームページへ掲載 

新型コロナウイルス感染症の影響により

公民館活動や地域の取り組みなどの話題

が少なく、記事の構成に苦慮したが、

withコロナの日常を見通して、改めて公

民館活動の意義について考える座談会の

実施や、竜丘の季節に応じた風景写真の

掲載、企画に応じた投稿記事など、アイ

ディアを出し合い、工夫した館報の発行

ができた。 
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民
俗
資
料
保
存
事
業 

民俗資料保存事業 

 

《文化の伝承と充実》 

地域の有形・無形の民俗資料を後

世に伝えるための収集・保存活動

を行うとともに、それらを広く公

開していく。 

(1)木下紫水関連資料の整理・保存 

(2)民俗資料館の維持管理及び資料 

館の今後についての検討 

(3)自由画保存顕彰委員会への参画 

民俗資料館の清掃や虫干しを実施。建物

の老朽化や資料整理、委員の高齢化と抱

える課題は多いが、小学生に伝承してい

くなど有効に活用していきたい。 

委員は自由画保存顕彰委員会にも参画し

ており、文化委員会と共に市美術博物館

の企画展「竜丘児童自由画100周年展」

の鑑賞など、自由画教育に関する講座の

組み立てに協力しながら学習した。 

育
成
委
員
会 

第13回竜丘古墳まつり 

 

《家庭・学校・地域との連

携》 

（期日）6/7（日） 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止】 

竜丘の誇る文化遺産を会場に、竜

丘全体のまつりとして位置づけて

いる。古墳を広く知ってもらい今

後の有効活用、保存活動に繋げて

いく。埴輪の野焼き、勾玉作り、

火おこし体験、古代食コーナ-、古

墳巡り、花の植え付け等。 

新型コロナ感染症拡大防止のため中止。

しかし、6年生の要望により、埴輪の制

作、野焼きを実施した。 

野焼きには多くの児童が参加し、上手に

焼くことができた。焼き上がりを待つ間

に、勾玉作りや火おこし体験を行い、サ

プライズで鈴岡太鼓の演奏もあり、中止

にはなったが、古墳まつりの一部を実施

することができた。 

川で遊ぼう 

 

《家庭・保育園・学校・地域

との連携》 

（期 日）8/23(日) 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止】 

企画委員会、ＰＴＡと共催事業自

然の中で、あきらめずに頑張った

り、工夫したりしながら魚を捕ま

える経験を通して、たくましさを

育むことをねらう。 

感染症対策を講じた内容での開催を模索

したが、コロナの収束が見えない中での

開催は困難と判断し、中止とした。 

あいさつ運動 

 

《家庭・保育園・学校・地域

との連携》 

（期日）統一行動8/26（水） 

標語の募集・選定、のぼり旗作

成、あいさつ運動月間の周知、各

分館でのあいさつ運動現地指導 

分館では統一行動日以外にもう１

日行動日を設定して実施。 

今年度は「人とのふれあい～つながり

～」をテーマに標語の募集を行い303通

の応募があった。 

８月２６日を統一行動日として各分館の

協力のもと地域全体であいさつ運動を展

開した。小学校でもあいさつについての

話をしていただき、あいさつの大切さに

ついて深める機会がとれた。 

古
墳
の
会 

学習部会事業 

《文化の伝承と充実》 

5月5日（火）古墳めぐり 中止 

5月12日(火)丘のみちしるべ探索 

 中止 

11月8日(日)古墳学習会・見学会 

文化作品展に併せて学習会を開催。「飯田

古墳群の価値」をテーマに「なぜ飯田古墳

群が国史跡に指定されたのか」の講義と実

地見学で塚原二子塚古墳と馬背塚古墳を

見学し、古墳の価値について考える機会と

なった。 

塚原二子塚古墳公園推進部会

事業 

《竜丘らしい原風景の維持》 

・花法師の会、カタバミの会活動 

・埴輪づくり指導 

・除草作業２回 

全体整備２回と草刈り隊の尽力により、

いつもきれいな古墳を維持できた。 

花法師の会の皆さんにより、サルビアや

ジニアの植栽が出来た。 

調査・広報部会事業 

《文化の伝承と充実》 

・各種団体の視察受け入れ 

・古墳案内のPR 

古墳案内のPRチラシを作成し、阿智村の

観光事業者と連携してチラシの設置をし

た。また、見学受け入れにあたっては、

古墳の会役員だけでなく、案内者の養成

が必要。 
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自
由
画
保
存
顕
彰 

自由画保存顕彰事業 

（期 日）通年 

《文化の伝承と充実》 

小学校と連携し、竜丘に現存して

いる自由画の保存と、その活用方

法の研究、地域住民への理解を深

めてもらうための活動を行う。 

自由画の整理、市美術博物館で開催され

る100周年企画展への協力や鑑賞し学習

会を実施。 

竜丘小開校150周年記念に向けた準備と

して小学校との打合せを実施。 

また上田市神川地区との交流も継続しな

がら、竜丘の自由教育への理解を深めて

いけると良い。 

図
書
館 

飯田中央図書館竜丘分館事業 

（期 日）通年 

図書館の事業を補助 

スタンプラリー企画 

小学生手作りPOP 

お楽しみ会などが実施できないため、代

わりに多くの人に利用してもらえるよう

スタンプラリー企画を実施。今後も図書

館の活動を支援していく。 

学
級

・
講
座 

大人の学校 

 

《生涯学習の推進》 

60歳以上の住民を対象に、高齢者

層のまとまりと生きがい、地域参

画を図る。 

運営委員中心にして、月１回の定

例講座を計画。感染症拡大防止の

ため中止。 

運営委員会・班長会・定例会（講

座）・クラブ長会などを随時実

施。 

高齢化社会の地域において、益々重要な

役割を果たしている。 

コロナ禍の中で、２度の定例講座を実

施。集まりはできなくても書面で健康に

関する講座や大人の塗り絵を実施し、文

化作品展にも多くの作品を出展した。 

設立当初の理念を大事にし、積極的な学

習講座を展開していきたい。 

「好友会（ﾊｵﾕｳｶｲ）」日本語

教室 

中国帰国者やベトナム等からの研

修生を中心に、生活に困らない程

度の日本語、習慣、文化の理解、

情報交換、交流の場とする。 

講師：西川和憲、善本勝、片町國

臣、金子杏弓 

公民館休館の際にはオンラインを活用し

て教室を行った。言葉の勉強だけでな

く、地域文化の探訪で交流を深めたり、

楽しい場となっている。 

講師を地区内で募集し、新たに3名が加

わったことで、参加者の進度に応じた対

応ができている。 

青年学級 

成人式の企画に携わった20歳以上

の若者が、仲間と共に、楽しく、

地域と社会を知り、視野を広げ、

考え方を深める。 

今年度は、昨年度の新成人実行委

員と共に、地域で活動する人の生

き方に触れ、次年度以降に向けた

ものさしづくりを行う。 

親睦を交えながら興味関心のあるテーマ

を出し合った。 

コロナの影響で集まる機会が少ないが、

「結婚」や「地域を知る」ことについ

て、地域の先輩から話を聞くなどの機会

が持てた。 

新たな仲間も加えながら無理なく継続し

地域に根差した取組みを実施していく。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
活
動 

小学校クラブ活動支援事業

《家庭等との連携》 

小学校の15のクラブ活動（90分×

5回と発表）の指導を大人の学校を

中心に地域の講師が行う。 

社会教育団体の地域貢献と、世代間交流

の観点から重要な事業。コミュニティス

クールをきっかけとして、地域の子ども

を地域で育てる活動の中核事業として充

実させていきたい。 

竜丘放課後子ども教室 

 

《家庭等との連携》 

（期 日）毎週水曜 (登録）45人 

リーダー研修、集団行動訓練、野

球、囲碁ボール、スポーツ吹き

矢、ドッチビー、おしなご、工

作、太鼓、英語 等 

子供たちの社会性や想像力を育てる点

で、重要な事業。今後も子どもの育ちと

地域の大人との関わりを大切にしていき

たい。 

ぶらきょろ隊 

 

《生涯学習の推進》 

(期日)通年 

(内容) 登下校の見守り 

地域で子供を見守り防犯力を高め

る。 

無理の無い範囲で各自で行う緩い

活動。 

地域の役員やご年配の方が登下校の時間

に立ち、有事の際には集団下校に同行し

た。地域で子供を見守る機運を高める活

動として位置付け継続していきたい。 
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委
員
研
修 

委員研修「丘のみちしるべ」

～古墳コース～ 

 

《文化の伝承と充実》 

(期 日) 5/9(土) 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止】 

丘のみちしるべを活用し、公民館

委員や先生方を対象とした学習会

の実施。年度当初に、委員の学

習、交流の場として位置づけ実

施。 

新型コロナ感染症拡大防止のため中止 

Ｃブロック公民館情報交換会 

（期 日）6/27(土) 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止】 

5地区の委員が集まり研修や情報交

換を行う。 

上村地区が主担当。５地区で実施可否に

ついて検討したが、コロナの収束が見え

ない中で開催はできないと判断し、中止

とした。 

視察研修 

 

《生涯学習の推進》 

(期日)  

(内容)  

他地域の活動を体験・学習すると

ともに親睦を深める機会。 

新型コロナ感染症拡大防止のため今年度

は実施なし 

そ
の
他 

飯田市公民館大会参加 

 

《生涯学習の推進》 

（期 日）2/21（日） 

大会テーマ 

公民館の今とこれからを考える 

分科会テーマ 

①文化活動 ②体育活動 

③広報活動 ④分館活動 

⑤育成活動 ⑥ムトス学習会 

新型コロナ感染症拡大防止のため中止 

ＪＩＣＡ研修への協力 

（期 日）8/18（火） 

【新型コロナ感染症拡大防止のた

め中止】 

ＪＩＣＡのプログラムＰＬＳＤ研

修を受け入れ。自治や公民館につ

いての講義、現地研修等を実施。

竜丘公民館本館での受け入れに加

え、駄科分館での受け入れも継続

され8年目となった。 

竜丘をはじめとした飯田市の公民館活動

が、途上国を中心に注目を集めている。

この研修を通して、飯田の地域の自治の

精神を学び、公民館活動を見つめ直す機

会となっている。 

今年度は新型コロナ感染症の影響により

現地研修は中止となった。 

地域人教育事業 

 

《家庭・保育園・学校・地域

との連携》 

飯田ＯＩＤＥ長姫高校商業科「地

域人教育」実施 

（高校・松本大学・市のパートナ

ーシップ協定による） 

・竜丘地域の魅力再発見、竜丘カ

レンダーの制作 

竜丘としては５年目の取り組み。 

高校生の生きる力を育むと共に、人材サ

イクル構築の一環として取り組んでい

る。 

今年度はコロナ禍において「竜丘の魅力

発信」をテーマにカレンダー制作販売を

実施。 

 


